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1.導入
がん登録はがんの診断, 治療, 経過などに関する情報を集め, がん対策の立案・評価に寄与するこ

とを目的として行われる. がん登録による罹患数調査においては，登録漏れ等により報告された罹
患数と実際のがんの罹患数が異なる可能性がある．従って、がん登録に基づく罹患状況の把握で
は，真の罹患数のうちどの程度が把握出来ているかという完全性が重要な要素である．完全性の
算出には真の罹患数情報が必要であり，例えばKamo et al.(2007)では回帰モデルによる完全性の
補正を行い，真の罹患数を推定している．先行研究では全国値の完全性を推定する方法を提案し
ているが，これらを都道府県個別での議論に適用することはできない．よって本報告では，都道府
県ごとに報告される罹患数の信頼度を計るために、罹患数の信頼区間を構成する方法を提案する．
本研究では、混合効果モデルを用いて罹患数を区間で推定する方法を２種類提案する．1つ目

は，完全性の補正を行った上で各地域を独立にベイズ統計を用いて信頼区間の構成を行うもの．2

つ目は，各地域の完全性の補正を行った上で，全国推計の手法における都道府県共通のパラメー
タ設定を使用し混合効果モデル及びベイズ統計を用いて各地域の罹患数の信頼区間を求めるもの
である．

2.手法 がん登録においては罹患数は完全に把握されていないが，がんによる死亡数は完全把握
されている．このとき，地域番号を iとして，がん死亡数miからがんの罹患数 niを推定する問題
は二項分布Bin(ni, pi)におけるパラメータ niの推定問題として扱える．本研究の目的はベイズ統
計を用いて niの信頼区間の構成と言い換えることが出来る．客観事前分布として nの事前分布に
π(ni) ∝ 1/niを置く．また完全性の補正として本研究では死亡確率を pi = αiyi+(1−αi)xiとする．
xiと yiはそれぞれDCN (Death Certificate Notification)割合とMI比 (Mortality Ratio/Incidence

rate)と呼ばれ，既知定数である．DCN割合は罹患数のうち死亡票で初めて確認された割合，MI

比はがんの死亡数を罹患数で割ったものであり，どちらも登録の完全性を表す指標として用いら
れてきたものである．
αi ∈ (0, 1)は xiと yiの内点を表現するパラメータである．手法１では各地域独立，手法２では

混合効果モデルを仮定して事前分布を置き，信頼区間の構成を行う．具体的には手法１では全て
の αiに独立に一様分布の事前分布を与える．手法 2では ηi = log(1/αi − 1)に事前分布N(µ, σ2)

を置く．加えて π(µ, σ2)には客観事前分布を与える．
当日はシミューレーションと実データ解析の結果を紹介する．シミューレーションでは，真の

罹患数への一致性を持っているかを確認，実データ解析では都道府県ごとのデータを用いて、都
道府県ごとの罹患数の信頼区間の推定を行い，また事後分布の形状に大きく影響を与える要因を
考察する．
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